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●駅前広場整備計画（案）の検討にあたっての考え方 

整備対

象施設 整備の視点 詳細な検討を進める対応方策 

（ＷＳ及びｱﾝｹｰﾄ調査の結果を中心に） 
整備計画（案）検討の考え方（整備計画案での採否） 

整備計画（案）

検討の方針 
整備イメージ 

（形状･素材･色･量など）
整備内容（案） 

・バス、タクシー乗降場を設ける ◎ 

 

・駅前広場は、鉄道利用者のバス乗り換えやタクシー乗り換えなどのタ

ーミナル交通を処理する「交通結節点」としての機能を持ち、公共交

通機関の接続が優先される（駅前広場計画指針）。現在の優先度、バー

ス数等を基本的に踏襲した計画とする。 

・ただし、阪急バス等の関係交通事業者との調整により最終的な計画と

する。 

・安全に通行可能なレーンを設ける 

・車動線が錯綜しないように 

◎ ・駅前広場内の車道は右回り一方通行を原則とし、広場内を走行する自

動車の交差、分合流はできるだけ少なくするように計画する（駅前広

場計画指針）。歩道に沿ってバス・タクシーバースが配置されることで、

歩車分離が容易で、乗り換えの利便性も高まることから、これを基本

とした計画とする。 

・ただし、阪急バス等の関係交通事業者との調整により最終的な計画と

する。 

・一般送迎用の乗降スペースを設ける ○ 

・一般車両の停車プール（駐車帯）の確保も検討

する 

× 

・付加的な機能としてキス＆ライドなどの新しい交通形態への対応が求

められている。しかし、敷地規模及び空間の処理能力から見て、駐車

帯の確保は困難なことから、基本的に降車を想定した乗降スペースを

確保した計画とする（駅前広場計画指針）。 

・ただし、設置台数等については、公安等の関係機関との調整により最

終的な計画とする。 

・障害者用、送迎用バス等の乗降スペースを設け

る 

△ ・道路に付属する駐車場の場合は、一つ以上設けることとされている（大

阪府福祉のまちづくり条例等）が、本駅前広場は、基本的に乗降スペ

ースを計画することとし、駐車場は確保しない。敷地規模及び空間の

処理能力から見て、障害者専用のスペースを設けることは困難なこと

から、一般送迎用乗降スペースで対応することを基本とする。 

・ただし、歩道・車道部の段差については解消した計画とする。 

誰もが利用し

やすい空間 

・噴水部を撤去し、タクシープールを適切に確保

する 

◎ 

玄関口として

のもてなし空

間（箕面らし

さの創出） 

・イロハモミジ（シンボルツリー）の植栽、演出 △ 

・モニュメント、噴水などを整理する ○ 

・本通り入り口方面の見通しを確保 ◎ 

交通ロ

ータリ

ー 

開放的で、回

遊性を高める

空間 ・噴水部は、緑の広場（芝等）、オープンスペー

スとして改修し再利用（平常時：緑の空間、イ

ベント時：仮設ステージ、イルミネーション） 

◎ 

・現在の噴水施設は現在、運転休止。ランニングコスト・メンテナンス

コスト等の関係から、今後も維持は困難。また、瀧道から商店街方面

への見通し（眺望）も阻害。よって、現在の噴水施設は、撤去するこ

と基本に計画する。 

・跡地は、現在のタクシープール設置状況等も加味し、適正な形状・規

模のタクシープールを計画する。その他の空間については、基本的に

フラットな形状とし、植栽等を計画する。 

・シンボルツリーは、利活用の段階で検討するものとし、本計画案では

含めない。 

（案１） 
車の動線（バスバ

ースやタクシー

バース）や線形は

現状の形態を維

持しつつ、一般車

両の乗降場スペ

ースを確保する 

 

噴水部の形状を

一部変更し、合わ

せて噴水設備を

撤去し、植栽など

に変更して見通

しを確保する 

 

（案２） 
案１の内容に加

え、ロータリー西

側の道路端を１

ｍ東へ出すこと

で歩行者空間を

確保する 

 

（案３） 
車の動線（バスバ

ースやタクシー

バース）や線形、

噴水部などの形

状を大幅に見直

し（完全撤去な

ど）、駅前広場と

しての新たな形

を創出する 

 

はっきりと認識できる 

ニセモノは用いない 

五感で自然（緑・風）を

感じられる工夫 

必要以上にモノを置かな

い 

 

（交通ロータリーは、案１

を採用する。） 

・噴水設備撤去、緑地帯（芝

生広場等）整備 

・タクシープール改良（約

９台） 

・一般車両乗降スペース整

備（約７台） 

・モニュメント（「カリヨ

ン」）移設 

 

 

・バリアフリー化（段差解消・バスのステップと

の段差、舗装、街灯など全ての施設について） 
◎ ※旅客施設内の経路等については、障害者等が通行できるものが基本で

ある（大阪府福祉のまちづくり条例等）。段差等については適正に処理

した計画とする。 

・舗装（インターロッキング） ◎ ・表面は滑りにくい材料、仕上げとすることが基本である（大阪府福祉

のまちづくり条例等）。舗装の補修等、適正に処理した計画とする。 

・視覚障害者用誘導ブロック等については、駅、改札口等との連続性に

も配慮した計画とする。ただし、阪急電鉄等の関係交通事業者との調

整により最終的な計画とする。 

歩

行

者

空

間 

街

路 
誰もが利用し

やすい空間 

・街灯を適切に設ける ◎ ・通路は連続的なシェルターを計画することで、照明は一体的に確保さ

れる。シェルター設置不可の場所（緊急車両通路等）、広場などは、適

切に確保した計画とする。 

・ただし、阪急バス等の関係交通事業者との調整により最終的な計画と

する。 

開放感のある歩

行、待合い空間を

確保する 

地域に馴染む色 

自然との連続性 

五感で自然（緑・風）を

感じられる工夫 
スムーズに接続できる 

統一感 

 

・植栽帯、植栽桝撤去（歩

行者空間の確保） 

・舗装の部分補修 

・モニュメント「青い地球」

の移設、「人権啓発」の

撤去 

・モニュメント周囲の美装

化 

・連続石ベンチ新設 

・街灯整備 
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 ・連続植栽桝、歩道・車道間の植栽を撤去し、通

過動線機能や待合いスペースとしてのゆとり

を向上する 

◎ 

・歩道（歩行者空間）の拡大 △ 

 

開放的で、回

遊性を高める

空間 

・新たな花木植栽、ハンギングバスケット等によ

る効果的な修景を施す 

△ 

・通路を狭隘にする植栽桝やモニュメント等は、歩行者空間を阻害しな

い範囲で適切に配置し、空間を確保した計画とする。 
・車道部の動線変更等により、歩道部の拡幅を検討する。ただし、調整

により最終的な計画とする。 
・ただし、ハンギングバスケット等の装飾については、利活用の段階で

検討するものとし、本計画案では含めない。 

   

・溜まり空間、ベンチ、水場、電源（コンセント）

などを設ける 
○ 

・休憩機能を拡充する（ベンチの適正量確保など） ○ 
・ランドマークとなる豊かな緑量を確保し、樹林

を形成する 

○ 

・交番前の広場化 △ 

・駅前広場は交通結節点としての機能（交通空間機能）のほかに、都市

の広場としての役割（環境空間機能）も担っている（駅前広場計画指

針）。よって、滞留スペース（交流機能）を適切に確保した計画とする。 
・ベンチや緑量などは、現状維持を基本に、適切に確保した計画とする。 

玄関口として

のもてなし空

間（箕面らし

さの創出） 

・多目的トイレを充実する ◎ ・箕面市交通バリアフリー基本構想では、設置（オストメイト対応等）
が位置づけられており、全面改修を基本に計画する。 

・駅舎、駅舎壁面、駅前派出所等の美装化（駅前

広場との調和） 

△ ・広場等において適切な植栽を確保することで対応する。 
・駅前広場に隣接する各種施設の美装化は、関係機関との調整により最

終的な計画とする。 

広

場 

開放的で、回

遊性を高める

空間 
・動線を十分に考慮した施設レイアウト ◎ ・瀧道、駅から商店街方面への動線、眺望等に配慮した施設配置を基本

に計画する。 

駅前のオアシス、

ランドマークと

して憩いの場を

確保する 

 

自然（緑）が感じられる

素材 

五感で自然（緑・風）を

感じられる工夫 

自然との連続性 

清潔感・清涼感 

地域に馴染む形状 

統一感 

通行を妨げない 

 

・広場整備（ベンチ、水場、

電源（コンセント）等設

置） 

・植栽補植 

・多目的トイレ、男子・女

子トイレ整備（新設） 

・倉庫整備（水場、電源（コ

ンセント）等設置） 

 

 

・明るく軽快で、連続的なシェルター（アーケー

ド）を設ける 
○ ・駅改札口から商店街へは、連続的なシェルターを設置することを基本

に、サンプラザ２号館、１号館アーケードとも整合した計画とする。 
・交差点等の車道部でのアーケード設置は、道路の構造または交通に著

しい支障を及ぼすおそれのない場合には設置できる（道路法施行令の

一部改正による）。駅改札口から各バース、交通島への横断歩道部や、

箕面駅前交差点における連続的なシェルターの設置は検討するが、阪

急バス等の関係交通事業者、関係機関との調整により最終的な計画と

する。 
・シェルター柱位置の変更（車道側へ） ◎ 

シ

ェ

ル

タ

ー 

開放的で、回

遊性を高める

空間 

・歩道（歩行者空間）の拡大 △ 
・歩行空間の確保のため、シェルター柱位置を適切に処理した計画とす

る。 
・ただし、阪急バス等の関係交通事業者等との調整により最終的な計画

とする。 

駅前（「箕面の玄

関口」）としての

グレード（景観デ

ザイン）を考慮し

たシェルターを

導入する 

（アーケードと

の整合性を保ち

つつ） 

地域に馴染む形状（華美

にならない） 

光や風を感じる（採光へ

の配慮） 

植栽とのバランス 

統一感（形状の統一と動

線上の必要な連続性の確

保） 

軽い素材 

 

・シェルター位置変更、改

修、延長（サンプラザ２

号館前の連続化） 

・一部、既存シェルター撤

去（見通し、風の道確保）

 

 

・花壇、植栽などの整理（市民活動の支援も合わ

せて） 
◎ ・植栽は、歩行者空間を阻害しない範囲で適切に配置した計画とする。 玄関口として

のもてなし空

間（箕面らし

さの創出） 

・劣化、老朽等に対する補修、改修を施す 

・美装化、移設、撤去等を検討し進める 

△ ・必要に応じて、適切に処理した計画とする。 

・歩道（歩行者空間）の拡大 ◎ ・通路を狭隘にする植栽桝やモニュメント等は、歩行者空間を阻害しな
い範囲で適切に配置し、空間を確保した計画とする。 

・商店街への案内板を設ける ◎ ・瀧道、駅周辺に、公共施設、商店街へ誘導する案内板を適切に配置し
た計画とする。 

・全体サイン構想（配置計画等）による設置のル

ール化を進める 

○ ・サイン計画と整合し、適切し配置した計画とする。 
・ただし、民間設置のサインについては別途調整が必要なことから、今

後の方針のみ記載する。 
・サインボードの一体化（時刻表、広告、情報発

信類） 

△ ・必要に応じて、適切に処理した計画とする。 
・ただし、阪急バス等の関係交通事業者等との調整により最終的な計画

とする。 

 

サ

イ

ン

・

フ

ァ

ニ

チ

ャ

ー 

開放的で、回

遊性を高める

空間 

・植栽桝とベンチの組み合わせ ○ ・駅東側花壇前に、連続石ベンチの設置（モニュメント移設）を検討し
た計画とする。 

各街路の整備内

容と整合したデ

ザイン、施設配

置、機能配置とす

る 

 

観光、一般、注意

等の各種サイン

を整序化し、不足

情報を適正に確

保する 

自然（緑）が感じられる

素材 

光や風を感じる 

自然との連続性 

開放感 

統一感 

通行を妨げない 

必要以上にモノを置かな

い 

十分な情報を設ける 

・安全柵設置 

・連続石ベンチ新設（モニ

ュメント「青い地球」の

移設） 

・街灯整備 

・周辺案内サイン新設 

 

 

 ・福祉バス停車場の確保→今後の検討課題とする   ・駅の南側（新・改札口）や東側出入口の設置→今後の検討課題とする 

採否チェックの記号について 

◎：意見を受けて整備計画案に採り入れる事項  ○：詳細については調整が必要であるが、基本的には整備計画案に採り入れる事項 

△：整備計画案に採り入れる方向で検討するが、調整結果によっては除外される可能性のある事項  ×：今回の整備計画案には採り入れない事項 
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●整備イメージ案（平面レイアウト、シェルター一部連続化案） 

 

 

 多目的・男子・女子トイレ整備 

シェルター改修・連続化 
（回遊性の確保） 

モニュメント周囲の美装化 
（舗装のアクセント） 

舗装の部分補修 
（一部、アクセント・強調）

シェルター延長 

植栽の撤去による歩道の拡

大・歩行者空間確保（約 1.5m）

タクシープール改良 

溜まり空間・玄関口に

ふさわしい場の整備 
（自然との連続性） 
（舗装のアクセント）

（電源、手洗い場等も

確保） 

植栽・樹木の確保 
（自然との連続性）

一般車両乗降スペース（７台程度） 

安全柵設置

照明確保 

シェルター撤去（見通し・風の道確保） 

植栽撤去、歩行者空間確保 

安全柵設置

瀧道方面からの風の道確保 

噴水撤去、オープンスペース整

備（イベント時：仮設ｽﾃｰｼﾞ･ｲﾙﾐ

ﾈｰｼｮﾝ等）（見通し・風の道確保）

植栽・モニュメント等の移

設・撤去による歩道の拡

大・歩行者空間確保の検討 

倉庫・手洗い場・電源等確保 

シェルター延長 

シェルター撤去（見通

し・風の道確保） 

舗装の部分補修 
（アクセント・強調）

観光案内所 
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●広場・街路の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   ●整備のイメージ案 
現 況                   整備イメージ案 
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●トイレ・シェルターの検討 

○トイレ案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○シェルター案１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○シェルター案２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


